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活 動 テ ー マ

キ ー ワ ー ド

開 催 日

場 所

時 間

日程

６月13日（火）

７月１日（土）
から

７月24日（月）

７月10日（月）

７月11日（火）

７月12日（水）

７月25日（火）

７月29日（土）

開催時間

出発前

11：00～13：30

14：00～15：30

16：30～17：30

三谷水産高校

・旅行会社、バス運転手様と本日の日程について
のミーティングを行う。各所の交通渋滞やトイレ
休憩等の確認を主に行った。
・バスガイド不在の為、総務部主任によるアテン
ドになることを全体へ周知。

・総務部主任からのリクエストで松坂牛を昼食に
お願いをしていたが、実際は全くの別メニューが
用意されており、ビックリ仰天！集金した中から
総部部主任より、参加者へ1,000円の返金を行う。
・通り雨がある中、参加者はおかげ横丁や参拝を
時間がある中で行うことができた。

お昼休憩をしなが
ら、各学年毎や参
加教員との交流を
兼ねる。

伊勢神宮

伊勢湾フェリー

鳥羽水族館

・離着岸見学、船の操縦場所見学を実施。船の操
縦場所では海図や操縦装置、無線で他船を呼んで
いただいたりと実際の職場体験をすることができ
た。さらに、意図的に船を揺らして、「船の揺
れ」を体験をした。

本校に所属する職員が大学時代に研究していた生
き物の紹介と本校で学び進路にどのように役立つ
かを現場でＰＴＡ役員同士で話し合いをした。

船に乗船し客席か
ら船の操縦場所へ
案内し体験する。

各自、水族館内を
自由に見学。それ
ぞれの情報交換を
兼ねて、進路に結
びつける内容にし
た。

総務部主任

3　令和５年度　愛知県立三谷水産高等学校ＰＴＡ幹事研修旅行の実施について　　：７月28日（金）
　　　～知ろう！県内唯一の水産学校で学び活かせる貴重な職業の中身へ！～

開催場所 ＰＴＡ交流 開催状況

総務部主任

総務部

総務部主任

総務部主任旅行会社へ７月28日（金）の報告

参加者分及び、校内用、予備と実施要項を印刷した。

三谷水産高校職員会で本行事の件を総務部より発出、審議をした。

三谷水産高校運営委員会で本行事の件を総務部より発出、協議をした。

・伊勢湾フェリー株式会社と最終打ち合わせ
・旅行会社と最終打ち合わせ、チケットの受け取り

４　活動の様子（写真）

愛知県立三谷水産高等学校 ２ノンジャンル
研修会・保護者交流

令和５年度　愛知県立三谷水産高等学校ＰＴＡ幹事研修旅行の実施について
～知ろう！県内唯一の水産学校で学び活かせる貴重な職業の中身へ！～

水産業や海洋関連産業

令和５年７月28日（金）

伊勢志摩方面（伊勢神宮、鳥羽水族館、伊勢湾フェリー株式会社）

午前８時00分から午後７時00分まで

１　概要
　(1) ７月28日（金）について、趣旨及びＰＴＡ役員へ体験していただきたい内容を伝え、複数の研修内容を
　　企画、立案をする。
　(2) 企画内容で留意したのは研修旅行の位置付けと目的の明確化である。旅行会社と打ち合わせを行い、内
　　容が濃く、今後のＰＴＡ活動に繋げられる内容になる仕掛けもできるように依頼する。
　(3) 船舶会社（伊勢湾フェリー株式会社）については、船を運転する場所での乗組員の姿とあらゆる機械の
　　説明や揺れの体験など多くの体験をＰＴＡ役員の方々ができるように依頼をする。
　(4) ＰＴＡ役員同士の交流を兼ねているため、バスの移動等において全ての席は指定席ではなく、自由に多
　　様性かつ柔軟性をもった交流になるよう、各ＰＴＡ役員に周知をする。
　(5) 行程にない予定についても、現地で対応できる範囲を盛り込み、実践できるように仕掛けをしている。

・第２回ＰＴＡ運営委員会。研修内容について行先、目的等につい
て、沓澤より方針を周知する。
・船会社には総務部主任より連絡をする。

・主に電子媒体で行程や内容についての打ち合わせを行う。

活 動 内 容 ＰＴＡ参加者

第２回ＰＴＡ運営委
員会参加者38名

総務部主任

２　開催までの準備

主 体 委 員 会 名
・ 講 師 名 等

高Ｐ連受付番号

趣 旨

活 動 ポ イ ン ト

ＰＴＡ活動紹介

海・船（船員）・魚 実践的かつ体験的な学習活動

参 加 者

　実際に伊勢神宮参拝、鳥羽水族館での魚等の見学を行う。特に大きなポイントは船に乗
船し、普段では絶対に見れない船を運転する場所に入れるところです！そこでは、実際に
勤務する船員さんの仕事を見ることができます！

主体：愛知県立三谷水産高等学校ＰＴＡ
講師：伊勢湾フェリー株式会社船員様

・水産業や海洋関連産業を見て、聞いて、体験することで三谷水産高校が行う学習がいか
にして、水産業や海洋関連産業に活かされているかを知っていただくことをねらいとして
いる。
・船に乗船し、普段では見れない貴重な場所での体験を通して、実践的かつ体験的な学習
活動から、船乗りの仕事内容を知っていただくことをねらいとしている。
・県内唯一の水産学校で学び活かせる職業についてあらゆる見学場所を通して紹介し、ど
のような仕事をしているかを知っていただくことをねらいとしている。

ＰＴＡ役員16名、教職員７名、計23名の参加

無理のない日程ですが、夏の開催ですので、急な天候が不安・・・

その不安がまさに的中しましたが、何とか一日を無事に？過ごせました。

１年生から３年生が自由席に座り、それ

ぞれの情報交換などを行いました。

ただ、残念なのが松坂牛でなかったこと

と、この後の豪雨でした。

お昼休憩時

船の情報

総トン数：2,331トン

旅客定員：500人

主 機：1,499kw２機

三重県鳥羽港から愛知県伊良湖港を結んでいます！！

本日の日程！！

今回乗船する船舶です！！

航海士の方より船の構造や船長への

登用の仕方を教わりました。本校は

航海士になる学科のあることからと

ても興味深い内容となりました。

海図を使って説明していただきまし

た。愛知県や三重県にある島々を見

て。「あっ！この島行ったことがあ

る！」等の声が多く上がりとても良

い雰囲気でした。

最新のレーダー（航海計器）で

す。航海士の方が実際に操作下

さり、ＰＴＡの方々は熱心に聞

いておりました。

航海士からの御講義 最新のレーダー（航海計器） 海図の説明

今回は、全体を通して、「水産業や海洋関連産業 、海・船（船員）・魚、 実践的か

つ体験的な学習活動 」をキーワードに事前に目的と学ぶ内容を明確にしました。本校

で学んだことがどのような仕事先に直結するのかを体験することができました。さらに、

船舶については船を操縦する普段では見れない場所を見学しました。数多くの見慣れな

い機械を目の当たりにし、改めて三谷水産高校の学びは、重要で貴重な内容であるかを

再認識する場でもありました。

本校は県内で唯一の水産学校であることがどのような意味をして、産業界にどのよう

な影響をしているのかをこれからも、ＰＴＡと学校が連携して、もっと盛り上げたいと

思いました。今後も、海・船・魚に因んだ内容にこれからもしていきたいです。

まとめ

これからも学校を盛り上げていく

のにＰＴＡの存在は欠かせないで

す。

最後に！


